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叙
潮
畠

一
冊
の
本
が
刊
行
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

『
見
る
・
語
る
・
創

る

-
美
術
館
長
覚
書
』

が
そ
れ

で
、
著
者
は
市
原
正
夫
館
長
で
あ

る
。
県
教
育
庁
文
化
課
長
か
ら
美

術
館
長
に
就
任
し
、
四
年
間
に
執

筆
し
語
っ
た
美
術
館
・
博
物
館
論

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
編
集
に

参
画
し
た
の
で
あ
え
て
事
前
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

間
も
な
く
世
に
出
る
こ
の
本
は
、

ー
四
十
縞
ほ
ど
の
論
文
と
随
想
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
文
化
課
長
時
代

に
執
筆
し
た

「
こ
れ
か
ら
の
博
物

館
」

の
在
り
方
か
ら
始
ま
り
、
美

術
館
長
と
し
て
実
践
し
て
き
た
経

営
論
、
地
域
文
化
へ
の
提
言
を
ど

が
大
部
分
で
、
「
私
の
公
立
美
術

緒
論
」
や
「
美
術
館
員
の
姿
勢
」

を
は
じ
め
、
「
博
物
館
職
員
の
研

究
・
研
修
は
」
と
か
、
「
教
師
と

文
化
活
動
」
あ
る
い
は

「
心
の
憩

い
を
求
め
て
美
術
館
へ
」

な
ど
と

多
彩
で
、
さ
ら
に

「
公
立
美
術
館

の
現
状
か
ら
考
え
た
こ
と
」
を
書

き
加
え
て
い
る
。

日
ご
ろ
発
揮
さ
れ
て
き
た
総
合

と
分
析
の
力
が
溢
れ
、
実
践
家
の

博
物
館
学
、
美
術
館
学
の
印
象
を

深
め
た
。
と
に
か
く
直
接
博
物
館

な
ど
に
関
係
す
る
人
に
は
、
反
省

と
自
覚
に
有
益
で
あ
り
、
一
般
的

に
も
文
化
の
常
識
提
供
の
書
で
あ
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千
葉
県
・
文
美
術
館
の
目
玉
施
設

と
し
て
主
要
を
一
棟
を
し
め
る
、

県
民
ア
ト
リ
エ
が
、
こ
の
た
び
め

で
た
く
完
成
し
た
。

こ
の
県
民
ア
ト
リ
エ
は
、
県
立

美
術
館
建
設
の
当
初
か
ら
基
本
計

画
の
中
に
位
置
ふ
け
ら
れ
て
い
た

が
、
昭
和
四
十
八
年
の
石
油
シ
ョ

ッ
ク
と
い
う
、
経
済
事
情
の
中
で
、

段
階
的
に
す
す
め
る
こ
と
に
を
り
、

第
二
期
工
事
の
管
理
棟
に
引
続
き
、

今
回
第
三
期
工
事
と
し
て
昭
和
五

十
四
年
三
月
二
十
七
日
着
工
し
た

も
の
で
、
工
費
は
三
億
八
千
万
円
、

延
一
、
五
〇
二
平
方
米
で
、
設
計

は
大
高
正
人
氏
で
、
施
工
(
本
体
)

は
、
竹
中
工
務
店
で
あ
る
。

建
設
の
経
緯

県
立
美
術
館
建
設
の
基
本
的
を

方
針
を
検
討
す
る
博
物
館
設
置
準

備
専
門
委
員
会

が
、
昭
和
四
十

五
年
十
一
月
に
発
足
し
、
こ
の
会

議
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
美
術
館

の
あ
り
方
が
論
議
さ
れ
、
従
来
の

作
品
を
み
せ
る
だ
け
の
美
術
館
だ

け
で
牽
く
、
教
育
普
及
・
制
作
指

導
等
に
も
力
を
入
れ
た
館
に
す
べ

き
で
あ
・
る
と
い
う
こ
と
で
、
従
来

の
美
術
館
に
は
あ
ま
り
例
を
見
な

い
、
教
育
普
及
標
の
建
設
が
と
り

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
今
か
ら
約
十
年
前

の
発
想
で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
状

勢
か
ら
見
れ
ば
、
ま
さ
に
先
取
り

の
施
策
で
あ
っ
た
と
言
い
る
。
こ

の
と
こ
ろ
、
漸
く
、
「
参
加
す
る
文

化
活
動
」
と
称
し
て
、
単
を
る
鑑

賞
だ
け
で
な
く
、
自
か
ら
が
創
作

す
る
喜
び
を
と
、
文
化
活
動
へ

の
積
極
的
を
取
組
み
を
す
す
め
る

一
方
、
美
術
館
等
の
社
会
的
を
利

用
の
促
進
と
し
て
、
従
来
の
一
部

の
愛
好
家
、
好
事
家
の
利
用
だ
け

に
、
と
ど
ま
ら
ず
広
く
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
活
動
の
一
環
と
し

て
、
教
育
的
な
利
用
を
高
め
よ
う

と
い
う
機
運
が
、
世
界
的
を
動
き

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
即

応
し
た
施
設
が
、
こ
の
教
育
普
及

棟
で
あ
る
が
、
実
施
設
計
の
段
階

で
、
川
上
知
事
よ
り
す
ぼ
ら
し
い

提
案
が
あ
り
、
教
育
普
及
棟
を
る

名
称
は
、
や
や
堅
い
の
で
、
今
少

し
、
利
用
者
サ
イ
ド
に
立
っ
た
、

美
術
館
ら
し
い
名
称
に
し
、
名
実

と
も
に
よ
い
も
の
に
し
よ
う
と
、

「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
と
命
名
さ
れ
、

昭
和
五
十
三
年
度
の
九
月
県
会
で

債
務
負
担
行
為
に
よ
っ
て
美
術
普

及
棟
建
築
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

県
民
ア
ト
リ
エ
の
根
拠
は

県
民
ア
ト
リ
エ
の
建
設
は
、
画

期
的
を
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
全

国
的
を
視
野
と
法
的
を
立
場
か
ら

考
え
て
見
る
と
、
本
館
の
よ
う
に

こ
の
種
の
機
能
を
総
合
的
に
生
か

す
施
設
を
、
ま
と
め
て
一
棟
的
に

有
し
て
い
る
の
は
、
東
京
都
美
術

館
の
み
と
言
い
る
。
こ
こ
で
は
名

称
を
文
化
普
及
棟
と
称
し
て
、

一
千
三
十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広

さ
で
あ
る
。

最
近
、
全
国
各
地
で
、
堂
々
た

る
施
設
を
も
つ
公
立
美
術
館
が
誕

生
し
つ
つ
あ
る
が
、
講
堂
ひ
と
つ

取
上
げ
て
見
た
場
合
、
本
館
の
講

堂
よ
り
広
く
、
か
つ
豪
華
な
施
設

は
あ
る
が
、
実
技
教
室
、
図
書
室

等
総
合
し
て
、
ま
と
ま
っ
て
こ
の

種
の
施
設
が
セ
ッ
ト
化
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
東
京
都
美
術
館
と

本
館
と
い
う
こ
と
に
在
る
で
あ
ろ

う
。
然
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
大
変

ぜ
い
た
く
な
施
設
か
と
申
す
な
ら

ば
、
否
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

公
立
美
術
館
の
根
拠
法
で
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
十
二
月
施
行
の
博

物
館
法
の
第
三
条
の

「
博
物
館
の

事
業
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
三
項
」

に
、
"
一
般
公
衆
に
対
し
て
、
博

物
館
資
料
の
利
用
に
関
し
必
要
な

説
明
、
助
言
、
指
導
等
を
行
い
、

又
は
研
究
生
∴
実
験
室
、
工
作
室
、

図
書
室
等
を
設
置
し
て
こ
れ
を
利

用
さ
せ
る
こ
と
〃

と
述
べ
ら
れ
て

て
い
る
。
こ
こ
で
博
物
館
は
美

術
館
と
読
み
暫
し
で
も
よ
い
し
、

本
質
的
に
は
、
美
術
館
は
博
物
館

で
あ
る
が
、

さ
ら
に
、
そ
の

「
七
項
」

で
は

"
博
物
館
資
料
に
関
す
る
講
演
会
、

講
習
会
、
映
写
会
、
研
究
会
等
を

主
催
し
、
及
び
開
催
を
援
助
す
る

こ
と
"

と
を
っ
て
い
る
。

今
か
ら
三
十
年
前
の
昭
和
二
十

●

六
年
制
定
の
法
律
で
、
す
で
に
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
当
然
の
事
業

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。当

時
、
日
本
の
公
立
美
術
館
は
、

都
立
、
市
立
の
み
で
、
県
立
と
し

て
初
め
て
神
奈
川
県
立
近
代
美
術

館
が
、
こ
.
の
年
に
誕
生
し
て
い
る
。

爾
来
三
十
年
漸
く
、
博
物
館
法

の
精
神
が
施
設
や
活
動
の
中
で
、

本
格
的
に
取
上
げ
ら
れ
、
文
化
の

時
代
に
博
物
館
法
が
よ
み
が
え
っ

た
と
も
言
え
る
。

県
民
ア
ト
リ
エ
で
何
を
求
め
る

が
。

完
成
し
た
こ
の
施
設
で
、
し
か

ら
ば
何
を
求
め
、
何
を
期
待
し
た

ち
ょ
い
か
。

い
ろ
い
ろ
な
事
業
、
活
動
を
展
開

す
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
総
合
し
て
み
る
と
、
従
来
の

美
術
館
の
中
心
事
業
で
あ
る
展
覧

会
は
鑑
賞
に
つ
き
る
と
こ
ろ
で
、

鑑
賞
に
理
屈
や
説
明
は
不
要
で
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
。
県
民

ア
ト
リ
エ
で
ね
ら
う
も
の
は
、
美

術
に
対
す
る
体
験
で
あ
り
理
解
と

思
う
。
先
ず
事
業
の
一
本
の
大
き

を
柱
と
し
て
、
制
作
活
動
を
事
業

と
し
て
取
り
あ
げ
る
が
、
よ
く

"
制
作
の
喜
び
を
味
う
"
と
い
う

が
、
喜
び
を
味
う
境
地
に
在
る
ま

で
に
は
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
あ

っ
て
、
専
門
作
家
で
も
、
自
分
の

-
2
-



ーみる・かたる・つくる

満
足
す
る
よ
う
を
作
品
は
車
中
つ

く
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
要
は
、

作
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
、
白
か
ら

経
験
す
る
、
い
わ
ゆ
る
体
験
す
る

こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
こ
の
体
験
学
習
を
多

く
の
人
に
、
味
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
体
験
が
基
調
と
を
っ
て
、

作
品
を
見
る
目
が
変
っ
て
く
る
し
、

ま
た
、
一
度
の
体
験
が
基
礎
と
在

っ
て
、
本
格
的
を
制
作
活
動
に
も
、

打
ち
込
む
こ
と
に
も
在
る
も
の
で

あ
る
。

今
一
つ
の
理
解
で
あ
る
が
、
こ

の
理
解
に
か
か
れ
る
事
業
と
し
て
、

講
演
会
、
語
る
会
、
映
画
会
、
図

書
室
を
活
用
し
て
の
、
読
書
や
調

査
研
究
等
が
あ
る
。

美
術
作
品
の
鑑
賞
は
、
作
品
そ

の
も
の
と
の
対
話
で
あ
り
対
決
で

あ
る
と
は
申
せ
、
真
の
鑑
賞
は
、

そ
の
作
品
を
描
き
あ
げ
た
作
家
の

人
と
な
り
や
、
そ
の
時
代
的
背
景

ま
た
モ
チ
ー
フ
の
も
つ
意
味
な
ど

を
知
り
た
い
と
思
う
も
の
は
当
然

こ
と
で
あ
っ
て
、
す
き
な
絵
で
あ

れ
は
こ
そ
、
こ
と
さ
ら
そ
の
よ
う

な
思
い
に
か
ら
れ
る
の
は
当
然
の

帰
結
で
去
っ
て
、
出
来
れ
ば
そ
の

作
家
に
会
い
た
い
、
そ
し
て
ま
た

そ
の
原
風
景
(
写
生
画
等
の
場
合
)

も
訪
ね
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

も
の
で
あ
る
。

●

こ
こ
に
、
理
解
の
た
め
の
活
動
が

大
き
を
意
味
が
あ
る
と
思
う
。

本
館
で
昭
和
五
十
三
年
三
月
に

東
山
魁
夷
展
を
開
催
し
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
先
生
の
諮
演
会
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
約
三
千
名
に
近

い
聴
講
申
込
み
が
あ
っ
て
、
整
理

に
と
ま
ど
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
ど
は
、
極
め
て
よ
い
実

例
で
、
東
山
先
生
の
作
品
か
ら
強

い
感
銘
、
感
動
を
得
た
結
果
と
し

て
、
直
接
そ
の
作
者
の
け
い
が
い

接
し
て
、
作
家
の
お
考
え
を
直
接

お
聞
き
し
た
い
と
い
う
現
れ
で
あ

る
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の
理
解
活
動
の

た
め
に
作
家
を
お
招
き
し
て
、
講

演
会
、
座
談
会
を
な
る
べ
く
数
多

く
開
く
外
、
映
画
会
を
初
め
図
書

室
の
充
実
に
よ
っ
て
、
そ
の
目
的

の
達
成
に
つ
と
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、
理
解
す
る
た
め
の
活
動

に
は
、
前
述
の
具
体
例
で
お
分
り

の
よ
う
に
、
共
同
学
習
的
の
も
の

と
個
人
学
習
的
の
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
、
美
術
館
を
日
常
の

生
活
の
場
に
と
り
入
れ
、
本
格
的

を
利
用
と
を
る
と
、
情
報
資
料
室

を
使
っ
て
個
人
的
に
、
趣
味
の
開

発
や
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
活
動
が
大
切
を
こ
と
に
な
っ

て
く
る
。
そ
の
為
に
、
情
報
資
料

室
に
、
二
階
の
部
分
を
設
け
、
研

究
的
を
読
書
や
調
査
に
あ
た
れ
る

ほ
か
、
本
館
の
職
員
と
の
話
し
合

い
を
ど
が
出
来
る
よ
う
に
を
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
今

日
の
博
物
館
の
大
き
な
課
題
で
、

最
近
、
東
京
国
立
博
物
館
な
ど
で

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
は

県
民
ア
ト
リ
エ
が
前
述
の
よ
う

な
目
的
達
成
の
た
め
、
運
営
上
の

課
題
と
し
て
、
今
考
え
ら
れ
る
こ

と
の
一
つ
は
、
こ
の
た
め
の
人
と

金
で
あ
る
が
、
国
、
県
あ
げ
て
行

政
改
革
、
人
員
削
減
の
き
び
し
い

最
中
で
、
千
葉
県
と
し
て
も
教
職

員
、
警
察
を
除
く
一
般
行
政
職
は
、

絶
対
定
数
増
と
機
構
の
増
は
し
な

い
と
い
う
中
で
、
今
井
正
教
育
長

の
熱
意
と
人
事
主
管
課
の
御
協
力

で
、
定
数
四
名
の
純
増
と
組
織
面

で
は
、
県
民
ア
ト
リ
エ
の
事
務
を

専
管
に
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
普
及
室
の
設
置
を
認
め
ら

れ
た
こ
と
は
、
今
日
的
情
勢
の
中

で
、
満
足
す
べ
き
こ
と
と
思
う
。

金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
た
厳

し
い
状
況
で
、
教
育
普
及
関
係
費

は
、
本
年
度
と
大
差
の
な
い
額
で

あ
る
の
で
、
十
分
を
事
業
を
組
め

な
い
の
で
、
現
在
、
今
一
度
全
事

業
を
あ
ら
い
直
し
て
、
県
民
ア
ト

リ
エ
関
係
の
事
業
の
拡
充
を
図
る

考
え
で
あ
る
。

課
題
の
二
つ
め
は
、
情
報
資
料

室
の
整
備
と
視
聴
覚
機
器
(
ハ
ー

●

ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
)
等
の
充
実

で
あ
る
。
情
報
資
料
室
に
か
か
れ

る
資
料
を
、
美
術
の
専
門
図
書
館

と
し
て
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
、

そ
の
一
つ
は
、
美
術
図
書
の
収
集

保
存
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
と
し

て
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
購

入
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
約
百
万

円
の
予
算
で
、
ど
れ
だ
け
の
も
の

が
購
入
出
来
る
か
、
選
択
と
計
画

性
の
問
題
で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
定
期
刊
行
物
の
収

集
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
市
販
さ
れ

て
い
る
新
聞
、
雑
誌
の
外
、
全
国

の
美
術
館
等
で
発
行
し
て
い
る
館

報
・
年
報
・
研
究
紀
要
等
が
あ
る
。

そ
の
三
は
、
世
界
、
な
ら
び
に

国
内
の
展
覧
会
の
情
報
収
集
と
、

そ
の
た
め
に
発
行
し
た
図
録
、
チ

ラ
シ
等
の
収
集
と
収
蔵
作
品
の
写

真
化
に
よ
る
整
理
で
あ
る
。

以
上
三
つ
の
分
野
に
対
す
る
資

料
の
収
集
、
保
管
、
整
理
、
閲
覧

の
事
務
は
、
図
書
館
の
専
門
的
な

立
場
で
行
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
N

D
C
や
N
C
R
に
塞
く
受
入
、
配

架
、
カ
ー
ド
整
理
等
体
系
的
に
こ

の
際
行
ね
を
い
と
、
今
後
大
き
を

問
題
が
残
す
こ
と
に
も
在
る
の
で
、

本
庁
庶
務
課
な
ら
び
に
県
立
中
央

図
書
館
の
御
配
慮
で
、
定
数
増
の

中
に
、
専
門
職
貝
と
し
て
、
司
書

を
配
置
し
て
、
主
と
し
て
こ
の
事

務
を
司
ど
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

視
聴
覚
機
器
に
つ
い
て
は
、
最

近
の
公
立
美
術
館
は
、
充
実
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
北

海
道
立
近
代
美
術
館
で
は
、
展
示

室
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
、
テ
レ
ビ
ボ

ッ
ク
ス
や
ス
ラ
イ
ド
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
、
準
備
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
ー
の
範
囲
内
で
自
由
に
個
人
視

聴
出
来
る
仕
組
に
在
っ
て
お
り
、

講
堂
で
行
う
講
演
は
、
必
ず
視
聴

覚
機
器
を
用
い
る
こ
と
が
原
則
と

な
っ
て
い
る
。

今
後
こ
の
面
の
充
実
と
整
理
活

用
が
大
き
を
課
題
で
あ
る
。

課
題
の
三
つ
め
は
、
県
民
ア
ト

リ
エ
周
辺
の
環
境
構
成
で
あ
る
。

建
物
の
完
成
と
は
、
一
軒
の
家
と

同
じ
で
、
門
や
塀
が
出
来
、
あ
る

程
度
の
庭
が
あ
っ
て
完
成
し
た
こ

と
に
在
る
わ
け
で
、
建
物
本
体
だ

け
で
は
、
そ
の
態
を
な
さ
を
い
わ

け
で
あ
る
。
幸
い
こ
れ
ま
た
財
政

当
局
の
御
配
慮
で
、
釆
年
度
予
算

に
八
百
万
円
外
構
整
備
費
を
つ
け

て
い
た
だ
い
た
の
で
、
四
月
以
降

早
急
に
、
周
辺
の
生
垣
、
芝
張
り
、

植
栽
等
実
施
す
る
こ
と
に
在
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
最
も
よ
い
時

期
は
入
梅
前
の
四
月
、
五
目
で
あ

る
の
で
、
今
か
ら
準
備
に
着
工
し

た
い
。

以
上
の
課
題
は
、
基
礎
条
件
で

あ
っ
て
、
要
は
こ
れ
を
動
か
す
の

は
、
人
そ
の
も
の
で
あ
る
。
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魯∴∴∴村、 面 積 

①ホ ー ル (㌔〉 

②諮 萱 300.09 

(上部コントロール室) 

③情報資料室 

巨 
(D書 庫 

ラ ウ ン ジ 

吹 抜 

(り研 修 室 75.96 

⑥第1実技室 155.70 

⑦第2実技窒 184.31 

⑨第3実技室 

84.84 34.21 

(⑳(第4実技室 
(屋外)) 

⑲(準備室〉 

⑪窯 場 

⑫管理事務室 2l.91 

ロッカー置場 5.05 

男 子 便 所 20.07×2 

29.98×2 

女 子便 所 20.07×2 

29.98×2 

身障者用便所 

上1・79 25.83 

湯 沸 室 

洗面・脱衣室 

浴 室 

物 置 

倉 庫 

荷 解 重宝 

機 械 室 25.92 

1.501.66 

建
設
の
経
過

千
葉
県
立
美
術
館
は
、
昭
和
四

十
七
年
三
月
三
十
一
日
に
基
本
設

計
を
完
了
し
、
昭
和
四
十
九
年
三

月
三
十
一
日
に
展
示
棟
が
完
成
。

同
年
四
月
一
日
千
葉
県
立
美
術
館

と
し
て
機
関
設
置
さ
れ
、
十
月
二

十
三
日
に
開
館
式
を
挙
げ
、
一
般

公
開
が
始
ま
っ
た
。
つ
づ
い
て
昭

和
五
十
一
年
二
月
十
五
日
管
理
棟

が
完
成
し
た
。

そ
し
て
、
千
葉
県
の
第
五
次
総

合
五
ケ
年
計
画
に
よ
り
、
美
術
普

及
棟
の
建
設
が
も
ら
れ
た
。
昭
和

五
十
一
年
七
月
九
日
学
識
経
験
者

等
各
界
の
代
表
で
構
成
さ
れ
て
い

る
本
館
協
議
会
委
員
に
対
し
て
、

美
術
普
及
棟
の
建
設
に
つ
い
て
、

諮
問
し
、
翌
昭
和
五
十
二
年
一
月

二
十
日
に
そ
の
答
申
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
概
要
は
、
①
美
術
の
質
料
セ

ン
タ
ー
、
②
美
術
の
普
及
セ
ン
タ

十
、
③
美
術
の
交
流
セ
ン
タ
ー
、

④
県
民
の
ア
ト
リ
エ
、
を
ど
が
あ

げ
ら
れ
た
。

昭
和
五
十
三
年
二
月
二
十
一
日

に
は
、
本
館
内
に
美
術
普
及
棟
の

準
備
会
が
発
足
し
、
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
。
同
年
八
月
十
一

日
に
各
界
(
学
識
経
験
者
∴
字
校

代
表
・
協
議
会
委
員
・
行
政
関
係

・
本
館
友
の
会
・
県
美
術
界
)
代

表
の
方
々
か
ら
美
術
普
及
棟
建
設

構
想
に
つ
い
て
の
御
意
見
を
伺
う

●

会
を
開
き
、
そ
の
御
意
見
の
反
映

に
も
努
力
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
十
月

十
七
日
に
は
、
債
務
負
担
行
為
に

ょ
っ
て
美
術
普
及
棟
建
築
予
算
が

っ
い
た
こ
と
と
相
前
後
し
て
、
十

一
月
三
十
日
に
は
、
美
術
普
及
棟

実
施
設
計
が
完
了
し
た
。
新
年
を

迎
え
た
昭
和
五
十
四
年
一
月
八
日

に
、
美
術
普
及
棟
を
県
民
ア
ト
リ

エ
と
改
称
す
る
こ
と
に
な
り
、
同

年
三
月
五
日
、
県
民
ア
ト
リ
エ
建

築
工
事
請
負
契
約
議
案
が
可
決
さ

れ
た
。
三
月
二
十
七
日
に
県
民
ア

ト
リ
エ
建
築
工
事
が
着
工
し
、
昭

和
五
十
五
年
三
月
十
五
日
に
完
成
一

し
た
。

建
設
の
理
念

千
葉
県
立
美
術
館
の
設
置
構
想

は
単
に
、
"
み
る
〃
だ
け
の
美
術

館
で
な
く
、
"
み
る
㌦
か
た
る
〃

"
つ
く
る
〃
総
合
的
で
動
的
を
美

の
広
場
を
運
営
の
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
い
る
。
展
示
棟
・
管
理
棟
・
県

民
ア
ト
リ
エ
の
三
棟
が
三
位
一
体

と
承
っ
て
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り

本
館
の
運
営
が
軌
道
に
の
る
こ
と

に
な
る
。

ま
た
、
近
い
将
来
に
は
、
千
葉

港
臨
海
公
園
の
玄
関
と
し
て
の
機

能
と
効
用
が
考
え
ら
れ
、
社
会
教

育
施
設
、
余
暇
利
用
の
場
と
し
て

大
い
に
そ
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
建
設
に
当
っ
て
の
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●
基
本
的
理
.
念
の
樹
立
に
つ
い
て
は
、

開
か
れ
た
美
術
館
を
念
頭
に
置
き
、

幾
た
び
か
の
検
討
の
結
果
、
次
の

よ
う
に
な
っ
た
。

①
県
民
の
美
術
実
技
セ
ン
タ
ー

と
し
て

創
作
の
た
め
実
技
教
室
や
講
座

を
開
催
し
、
自
ら
作
る
喜
び
と
楽

し
み
を
味
わ
え
る
ア
ト
リ
エ
と
し

て
、
県
民
に
親
し
ま
れ
る
創
造
の

拠
点
と
す
る
。

②
県
民
の
美
術
学
習
セ
ン
タ
ー

と
し
て

講
演
会
・
研
修
会
・
映
画
会
・

談
話
会
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に

利
用
者
の
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

ワ
ー
ク
に
も
応
じ
て
積
極
的
に
美

術
の
普
及
と
振
興
の
拠
点
と
す
る
。

③
県
民
の
美
術
情
報
セ
ン
タ
ー

と
し
て

美
術
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料

を
整
備
し
、
積
極
的
に
公
開
し
て

美
術
の
応
用
と
生
活
化
を
促
し
、

あ
わ
せ
て
調
査
研
究
の
拠
点
と
す

る
。④

県
民
の
利
用
交
流
セ
ン
タ
ー

と
し
て

美
術
館
友
の
会
、
美
術
団
体
、

サ
ー
ク
ル
等
に
交
流
と
美
の
広
場

を
提
供
し
、
自
主
交
流
の
輪
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
美
術
の
大
衆
化
の
拠
点

と
す
る
。

以
上
の
四
項
目
が
県
民
ア
ト
リ

工
の
基
本
的
な
建
設
理
念
で
あ
る
。

①
項
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、

絵
画
・
書
道
等
平
面
芸
術
の
実
技

室
と
し
て
の
第
一
実
技
室
、
彫
刻

工
芸
等
立
体
芸
術
用
の
第
二
実
技

室
、
軸
物
等
の
取
扱
い
を
研
修
す

る
と
こ
ろ
の
第
三
実
技
室
(
和
室
)
、

屋
外
に
お
け
る
製
作
の
場
で
あ
る

第
四
実
技
室
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

②
・
③
項
は
、
約
二
百
席
が
置

か
れ
て
い
る
講
堂
、
美
術
図
書
を

は
じ
め
と
し
た
文
献
・
情
報
が
用

意
さ
れ
て
い
る
情
報
資
料
室
や
閲

覧
室
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ
等
の
研

修
の
場
で
あ
る
研
修
室
等
で
あ
る
。

④
項
は
、
ゆ
っ
た
り
し
た
空
間

で
あ
る
ロ
ビ
ー
を
は
じ
め
、
売
店

の
施
設
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
を
使
用
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う
予
定
で

あ
る
が
、
新
年
度
に
向
い
、
そ
の

具
体
的
な
計
画
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
事
業
計
画
は
、
本

館
の
主
催
事
業
を
主
と
し
て
、

初
心
者
を
一
般
公
募
し
て
行
う
講

座
が
中
心
で
あ
る
。

を
お
、
利
用
対
象
は
大
別
し
て
一

般
(
団
体
及
び
個
人
)
と
学
校
関
係

(
学
校
・
学
年
学
級
・
ク
ラ
ブ
等
の

単
位
)
、
そ
の
他
教
職
員
、
市
町
村

関
係
の
方
々
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

不
十
分
な
点
が
何
か
と
多
い
こ

と
と
は
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
御

利
用
を
お
待
し
て
お
り
ま
す
。
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新
収
蔵
作
品
紹
介

(
昭
和
弱
年
2
月
̃
3
月
)

藤
野
天
光
作
彫
刻

「
銃
後
工
場
の
護
り
」

東
山
魁
実
作
日
本
画

「
春
雪
」

県
民
ア
ト
リ
エ
完
成
記
念
講
演
会

感
動
の
う
ち
に
終
了

「
銃
後
工
場
の
護
り
」

中
西
利
雄

「
四
人
の
女
」

「
丁
度
当
時
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
を
集
め
る
の

に
熱
中
し
て
居
て
、
モ
デ
ル
が

休
ん
で
い
る
時
は
、
始
終
ピ
ア

ノ
・
ソ
ナ
タ
の
レ
コ
ー
ド
を
か

け
て
居
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

そ
ん
な
事
を
考
え
る
と
モ
デ
ル

の
姿
勢
が
シ
ユ
ナ
ー
ベ
ル
の
ピ

ア
ノ
に
感
動
し
て
聴
き
入
っ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る
の
が
お

か
し
い
一
自
著
「
水
絵
-
技
法

と
随
想
-
」

の
中
で
中
西
は
こ

う
語
っ
て
い
ま
す
。

中
西
は
、
油
絵
や
日
本
画
に

負
け
な
い
「
絵
画
の
強
い
美
し

さ
」
を
水
彩
画
に
求
め
、
終
生

努
力
を
続
け
た
画
家
で
す
。
こ

の
絵
を
描
い
て
い
た
時
も
、
水

絵
具
に
よ
る
、
群
像
の
処
理
を

課
題
と
し
て
制
作
に
苦
し
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
の
中

で
も
、
常
に
音
楽
を
愛
し
身
近

に
、
音
楽
の
あ
っ
た
中
西
の
姿

が
し
の
ば
れ
ま
す
。

こ
の
絵
に
つ
い
て
、
中
西
自

身
は
色
々
と
難
点
が
眼
に
つ
く

と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
静
寂
の

中
に
息
ず
い
て
い
る
四
人
の
女

の
存
在
感
が
、
見
る
者
に
せ
ま

り
ま
す
。

二
百
‥
十
六
日
、
待
望
の
県
民
ア

ト
リ
エ
が
完
成
し
、
そ
の
記
念
講

演
会
が
講
師
に
作
家
・
水
上
勉
氏

を
迎
え
て
、
県
民
ア
ト
リ
エ
内
の

講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

講
堂
の
定
席
が
二
〇
〇
席
と
い

う
こ
と
か
ら
、
聴
講
希
望
の
申
し

込
み
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
定
員
の

四
倍
も
の
応
募
者
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
幸
運
の
入
場
券
を
射
と
め

た
人
々
が
、
開
演
の
二
時
間
前
か

ら
受
付
を
待
つ
と
い
う
熱
心
さ
で

あ
っ
た
。

水
上
氏
は
、
「
美
術
と
私
」
と

い
う
演
題
の
も
と
に
、
大
変
貧
し

く
家
に
は
電
灯
も
つ
か
ず
、
寺
に

あ
づ
け
ら
れ
苦
労
し
た
子
供
の
頃

の
話
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
こ

ろ
、
特
に
絵
に
親
し
む
心
と
い
う

も
の
は
特
別
を
か
っ
た
が
、
寺
に

描
か
れ
て
い
る
、
豪
華
を
孔
雀
の

絵
よ
り
も
、
雁
の
親
子
の
絵
が
心

に
ひ
か
れ
た
と
か
、
寺
の
修
業
時

代
に
、
あ
る
寺
で
朝
か
ら
晩
ま
で

「
カ
ボ
チ
ャ
」
と
「
シ
ャ
モ
烏
」

を
訊
い
て
い
た
絵
書
き
ん
が
今
で

も
心
に
残
っ
て
い
る
な
ど
、
氏
の

絵
に
対
す
る
触
れ
合
い
の
動
機
を

淡
々
と
、
し
か
し
卒
直
な
言
葉
で

話
さ
れ
、
聴
講
者
の
心
を
強
く
打

っ
た
。
約
一
時
間
半
の
講
演
は
、

氏
の
豊
か
な
心
と
お
だ
や
か
な
人

間
性
か
ら
、
感
動
の
う
ち
に
盛
会

嚢
に
終
了
し
た
。

終
演
後
、
ホ
ー
ル
で
は
、
氏
の

サ
イ
ン
を
も
と
め
て
、
い
つ
ま
で

も
長
い
列
が
つ
づ
い
た
。

●



トピックス

●
自
ら
.
の
手
で
つ
く
る

た
の
し
み

て
ん
刻
入
門
講
座
(
第

二
期
)

去
る
二
月
二
十
三
、

二
十
四
日
の
二
日
間
、

て
ん
刻
入
門
講
座
が
開

講
さ
れ
た
。
側
に
よ
り

-みる・かたる・つくる

定
員
の
四
倍
以
上
の
応
募
者
が
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
幸
運
に
も
抽
選

で
当
選
し
た
四
十
名
の
方
々
が
、

制
作
に
の
ぞ
ん
だ
。

講
師
の
古
川
悟
、
白
取
払
苑
の

両
氏
も
、
受
講
者
の
熱
心
を
雰
囲

気
に
の
ま
れ
、
二
日
間
と
も
終
る

時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
す
る
程

で
あ
っ
た
。

講
師
の
古
川
、
白
取
両
氏
の
指

導
は
、
親
切
で
し
か
も
適
切
に
を

さ
れ
、
初
心
者
と
は
思
え
な
い
り

っ
ば
を
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
、
受
講
終
了
後
、
受

講
生
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
礼
状
が
、

よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
(
談
話
コ

ー
ナ
ー
参
照
)

てん刻入門紙座

題
が
議
論
さ
れ
た
。

午
後
の
部
は
、
現
在
展
覧
中
の

「
水
彩
画
の
再
発
見
」
を
見
学
し
た

後
、
前
東
京
国
立
博
物
館
資
料
課

長
の
関
忠
夫
氏
に
よ
る
「
博
物
館

資
料
の
管
理
と
施
設
・
設
置
」
と

適
さ
れ
て
講
義
さ
れ
、
博
物
館
の

社
会
的
を
責
任
と
新
し
い
博
物
館

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研
修
を
行

っ
た
。

品作豊海受

●
県
内
の
博
物
飴
職
員
を
集
め

て
、
研
修
会
開
く

第
二
回
千
葉
県
博
物
稼
職
員
研

修
会

県
民
ア
ト
リ
エ
完
成
間
も
な
い

去
る
三
月
十
八
日
に
、
県
民
ア
ト

リ
エ
の
講
堂
を
会
場
に
し
て
、
千

葉
県
教
育
委
員
会
と
千
葉
県
博
物
、

館
協
会
の
共
催
に
よ
る
千
葉
県
下

の
公
・
私
立
博
物
館
職
員
の
研
修

会
が
行
わ
れ
た
。

午
前
は
、
文
化
庁
文
化
部
著
作

権
謀
法
規
係
長
の
中
根
孝
司
氏
が

講
師
で
、
「
著
作
権
制
度
と
博
物

館
」
と
い
う
課
題
で
諮
義
さ
れ
た
。

講
義
は
、
切
実
な
具
体
例
を
あ

げ
を
が
ら
、
我
々
受
講
者
に
容
易

に
理
解
で
き
る
よ
う
に
語
ら
れ
、

質
疑
も
各
館
の
か
か
え
て
い
る
問

動
の
場
を
県
民
に
提
供
し
、
県
民

問
的
・
個
人
的
要
諦
に
応
ず
る
も

中
で
連
帯
意
識
や
豊
か
な
入
関
性

を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

伝

言

板

秀
れ
た
実
作
に
よ
る
「
鑑
賞
」
と
、

○
美
術
館
友
の
会
で
は
、
昭
和
五

十
五
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前

号
に
て
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す

の
で
御
参
照
く
だ
さ
い
。

○
館
報
に
つ
い
て
の
御
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
談
話

コ
ー
ナ
ー
へ
の
投
稿
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

「.珊∞c閲重職珊轟エー湘軍∞c審三脚∞∞∞鋤か∞∞二軸で卦二審僻寄掛健筆僻を∞埋蘭書の珊ぜ身ヰ連関関細事

軸。登

「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
に

期
待
す
る
も
の

太
田

洋
三

生
涯
教
育
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
議
論
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
は
、
特
に
人

の
と
し
て
、
自
主
的
・
創
造
的
活

は
こ
の
活
動
の
甥
を
通
し
て
、
新

し
い
人
間
関
係
で
の
ふ
れ
合
い
の

こ
の
た
び
小
学
校
か
ら
高
等
字

校
に
至
る
新
学
習
指
導
要
領
が
完

成
し
、
そ
の
内
容
構
成
は
、
美
術

教
材
で
は
、
「
表
現
」
と
「
鑑
賞
」

に
統
一
さ
れ
た
。
県
美
術
館
で
の

ア
ト
リ
エ
で
の
「
表
現
」
活
動
は
、

望
ま
し
い
相
関
を
も
た
ら
す
も
の

と
し
て
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

ご
ざ
い
ま
し
た
。
親
切
か
つ
丁
寧

を
御
指
導
で
二
日
間
が
あ
っ
と
云

う
間
で
し
た
。
御
月
謝
の
高
い
昨

今
、
こ
の
よ
う
な
講
座
が
無
料
で

受
け
ら
れ
る
と
云
う
の
は
有
難
い

こ
と
で
す
。
多
く
の
方
が
、
こ
の

幸
せ
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
来
年

は
、
御
友
達
に
も
教
え
て
さ
し
あ

げ
た
く
思
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
御
礼
ま
で
申
し
上
げ
ま

す
。

小
林
美
代
子

(
銚
子
市
)

過
日
は
、
か
ね
て
希
望
の
て
ん

刻
を
お
教
へ
い
た
だ
き
ま
し
て
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

先
生
の
デ
ザ
イ
ン
の
立
派
な
お

か
げ
さ
ま
で
、
二
日
で
記
念
す
べ

き
品
が
出
来
ま
し
て
よ
ろ
こ
ん
で

屠
り
ま
す
。
全
く
初
め
て
始
め
た

こ
と
で
す
の
で
、
ひ
た
す
ら
先
生

の
お
教
へ
の
通
り
に
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
出
来
工
合
も
よ
ろ
し
く

と

ま

てる

は

て
ん
刻
入
門
講
座

受
講
生
か
ら
の
礼
状

片
山

隆
子

(
我
孫
子
市
)

此
の
度
は
、
て
ん
刻
講
座
を
受

講
出
来
ま
し
て
、
本
当
に
幸
せ
で

.
録
臼
▼
・
偶
鵡
▼
A
糠
▼
A
む
▼
A
出
9
ふ
購
9
A
揖
▼
A
〇
回
青
物
e
8
A
露

e
l
羅
7
鋸
や
Å
醤
X
震
▼
鼻
輪
乙
槌
9
鎖
岬
A
醤
X
環
▼
亀
鑑
Å
9
具
輸
や
ら

と
共
に
大
切
に
い
た
し
ま
す
。

よ
う
が
、

い行
た か
だ な

き い

ま で
し あ

た り

尚
、

製
作
し

て

み
た

Jl

と

思

ま
す
が
、
今
度
は
、
下
図
で

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

苦 つ。下 ま

ミ, 、.章、… ∴∵∴∴∴二二



みる・かたる・つくる

副
神
罰
刺
繍
閲
調
剤
伯
甜

近
代
日
本
美
術
の
巨
匠
展

日
本
芸
術
院
に
は
、
日
本
芸
術

院
賞
受
賞
作
品
を
中
心
に
、
日
本

画
家
故
川
合
玉
堂
に
よ
っ
て
設
け

ら
れ
た
資
金
で
購
入
し
た
作
品
、

並
び
に
日
本
芸
術
院
会
員
の
寄
贈

に
よ
る
作
品
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
帝
展

文
展
、
日
展
を
中
心
に
昭
和
初
期

か
ら
現
在
に
至
る
美
術
の
歩
み
を

物
語
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
芸
術
院
の
協
力

を
得
て
、
そ
の
中
か
ら
日
本
画
、

洋
画
、
工
芸
、
書
の
各
分
野
の
作

品
計
1
0
8
点
を
公
開
展
示
し
ま
す
。

本
県
に
関
係
の
あ
る
作
品
と
し
て

は
、
日
本
画
の
松
岡
映
丘
、
吉
田

登
穀
、
東
山
魁
夷
、
工
芸
の
宮
之

原
誰
を
ど
が
い
ま
す
。

主
な
展
示
作
品

▲
日
本
画
3
3
点

松
岡
映
丘
「
右
大
臣
実
朝
」
、
川

合
玉
堂
「
宿
雪
」
、
結
城
索
明
「

炭
窯
」
、
吉
田
登
穀
「
浄
池
」
、

東
山
魁
夷
「
光
昏
」
、
池
田
邁
郎

「
銀
沙
灘
」
な
ど

▲
洋
画

黒
田
重
太
郎
「
湖
畔
の
朝
」
、
小

山
敬
三
「
婦
人
像
」
、
岡
田
又
三

郎
「
と
も
し
び
」
、
野
村
守
夫
「

丘
に
あ
る
街
」
を
ど

▲
工
芸

岸
田
竹
史
「
蝦
染
鯉
屏
風
」
、
宮

之
原
謙
「
陶
製
空
花
瓶
」
、
北
出

塔
次
郎
「
朗
砂
の
旅
」
、
中
村
鵬

生
「
手
綾
錦
躍
進
壁
掛
」
な
ど

▲
書

炭
山
南
本
「
四
季
読
楽
(
秋
冬
)
」

平
田
華
邑
「
野
辺
の
春
」
、
金
子

鶴
亭
「
丘
整
寄
懐
抱
」
、
木
村
知

石
「
二
龍
争
珠
」
な
ど

▲
講
演
会

4
月
2
6
日
へ
土
)
2
時
̃

無
料

「
近
代
美
術
の
原
風
景
」

田
中

棲
氏
(
彊
鑓
華
整
)

▲
美
術
を
語
る
会

5
月
1
 
7
日
へ
土
)
2
時
̃
∴
無
料

「
私
の
絵
画
観
」

松
尾
敏
男
氏
(
日
本
画
素
)

団

体

展

(
4
月
̃
6
月
)

鬼頭鍋三郎「′くレリーナ」

中村晋策「張碓のカムイコタン」

▽
等
辺
会
千
葉
支
部
美
術
展

4
・
1
-
4
・
6

無
料

▽
第
了
回
千
葉
工
芸
展

4
・
1
̃
4
・
1
 
3

無
料

▽
第
6
回
弥
生
屡

4
・
l
̃
4
・
6

無
料

▽
第
1
 
7
回
全
日
本
結
合
書
道
大
展

覧
会4

・
8
̃
4
・
1
 
3

無
料

▽
日
韓
交
流
児
童
作
品
展

4
・
1
 
5
-
4
・
2
0

無
料

▽
干
葉
新
協
屡

4
・
2
9
̃
5
・
5

無
料

▽
第
6
回
歩
会
彫
刻
展

4
・
2
9
̃
5

▽
千
虹
会

5
・
7
̃
5

無
料

無
料

▲
会

期

4
月
1
 
9
日
(
土
)
̃
5
月
1
 
8
日
へ
日
)

月
極
目
休
館

9
時
̃
4
時
0
0
分

(
但
し
、
5
月
5
日
は
開
館
し
、

翌
6
日
を
休
館
)

▲
観
覧
料

大
人
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇
円
)
大

・
高
生
二
〇
〇
円
二
〇
〇
円
)

中
・
小
生
一
〇
〇
円
(
五
〇
円
)

(
)
内
は
団
体
2
0
名
以
上
料
金

●

浜田観「彩色」

▽
千
葉
市
ア
マ
チ
ュ
ア
美
術
ク
ラ

ブ
の
国
展

5
・
1
3
̃
5
・
1
8

無
料

▽
二
科
干
葉
支
部
展

5
・
2
7
̃
6
・
1

▽
二
紀
会
千
葉
支
部
展

5
1
2
7
̃
6
・
1

▽
墨
の
県
展

6
・
3
̃
6
・
〇
〇

▽
干
葉
一
陽
会
展

6
・
1
 
0
̃
6

▽
千
葉
県
書
道
協
会
展

6
・
1
 
0
̃
6

●

無
料

無
料

無
料

無
料

無
料

3
月67〇

°

軸
‖
=12

確
‖
=61

3
月83161

’
118122

来
社
瑠
・
者

富
田
道
雄
氏

石
井
加
代
氏
他
二
名

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
職

員
二
名

沼
田
県
副
知
事

小
堀
昭
氏

京
都
国
立
近
代
美
術
館

島
田
康
寛
氏

読
売
新
聞
社
編
集
委
員

田
中
穣
氏

県
民
ア
ト
リ
エ
完
成
記
念
.

講
演
会
の
た
め

作
家
・
水

上
勉
氏

浅
見
書
舟
氏

渡
辺
華
氏

日
記
抄

船
橋
市
教
育
委
員
会
一
行

三
十
四
名

関
東
博
物
館
協
会
理
事
会

県
民
ア
ト
リ
エ
完
成
記
念

講
演
会
「
美
術
と
私
」
、

講
師
、
作
家
・
水
上
勉
氏

房
総
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、

「
千
葉
県
立
美
術
館
」
放
映

千
葉
県
博
物
館
職
員
研
修

会研
究
員
会
議

美
術
を
語
る
会
「
水
彩
画

の
再
発
見
」
.
講
師
・
陰
里

鍼
郎
氏

ー
8
-


